
第
二
回
「
家
老
の
日
記
で
学
ぶ
古
文
書
①
ー
「
岡
本
元
朝
日
記
」
を
題
材
に
ー
」

〇
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
九
月
十
六
日
の
日
記
よ
り

（「
岡
本
元
朝
日
記

二
十
八
」：
混
架
七
ー
三
八
〇
ー
二
八

）

【
原
文
】



【
解
読
文
】

浪

人
関
新
右
衛
門
、
堤
伴
右
衛
門
と
申
者
、
去
十
二
日
之

昼
上
野
黒
門
前
辻
番
之
近
所
ニ
て
出
合
、
右

伴
右
衛
門
を
後
よ
り
あ
ミ
笠
こ
し
に
新
右
衛
門
切
付

申
候
、
伴
右
衛
門
も
抜
合
候
処
を
又
腕
を
打
落

さ
れ
、
た
を
れ
候
を
顔
を
切
付
、
新
右
衛
門
立
退

候
を
伴
右
衛
門
跡
よ
り
追
か
け
御
歩
行
町
高
水
道

之
辺
ニ
て
伴
右
衛
門
た
を
れ
申
候
、
新
右
衛
門
ハ
其

辺
屋
敷
の
内
へ
欠
込
申
候
と
申
候
得
と
も

行
方
知
不
申
候
、
伴
右
衛
門
十
四
日
朝
果
申
候
由
、

意
趣
ハ
不
知
由
御
様
体
書
ニ
申
来
候
、
此
儀
十
三
日
ニ

沙
汰
承
候
へ
共
名
不
知
処
、
今
日
右
之
通
ニ
申
来
候
、



〇
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
二
月
二
十
三
日
の
日
記
よ
り

（「
岡
本
元
朝
日
記

十
五
」：
混
架
七
ー
三
八
〇
ー
一
五

）

【
原
文
】



(

之)

【
解
読
文
】

去
々
年
吉
良
上
野
介
殿
［
高
家
衆
也
］
於

御
城

浅
野
内
匠
殿
と
出
入
候
て
、
内
匠
殿
少
刀
ニ
て
上
野
殿
ヲ

手
負
せ
被
成
候
故
、
殿
中
之
事
ニ
候
間
、
内
匠
殿
ヲ

則
切
腹
ニ
被

仰
付
候
、
上
野
殿
ハ
是
よ
り
さ
し
入

隠
居
と
相
見
得
候
、
此
次
第
ニ
候
故
、
内
匠
殿
家
来
衆

主
人
の
敵
ニ
候
と
存
入
ね
ら
ひ
候
由
、
然
処
ニ
今
月

十
四
日
夜
半
時
、
吉
良
左
兵
衛
殿
［
上
野
介
殿
子
息
也
］
屋
敷
中
へ

忍
入
、
人
数
十
四
五
人
ニ
て
上
野
介
殿
を
討
留
、
子
息

左
兵
衛
殿
へ
手
負
せ
、
其
外
家
人
共
を
も
討
候
て

右
□
首
共
手
々
ニ
持
候
て
立
退
候
由
、
此
御
飛
脚

立
候
処
へ
申
来
候
間
、
不
取
合
先
申
越
候
、
追
て

委
細
承
可
申
越
由
書
付
指
越
候
、
替
事
ニ
存
候
、

□
毎
度
申
遣
候
判
・
巾
着
、
女
共
申
遣
候
針
此
便
ニ

相
下
シ
候
也
、


